
申
告
は

3
月
17
日
ま
で
に

市
・
県
民
税
と
所
得
税

　

市
・
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の
確

定
申
告
を
次
の
通
り
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
申
告
期
限
間
際
に
な
る
と
会
場
が

大
変
込
み
合
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間
＝
3
月
17
日（
月
）ま
で（
土
・
日

曜
日
を
除
く
。
た
だ
し
3
月
2
日

（
日
）は
受
け
付
け
）

時
間
＝
午
前
9
時
〜
正
午
、
午
後
1
時

〜
5
時（
公
民
館
な
ど
で
の
受
け
付

け
は
午
後
3
時
ま
で
）

　

混
雑
状
況
に
よ
り
、
予
定
時
間
前
に

受
け
付
け
が
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

会
場市

・
県
民
税
の
申
告
…
上
表
の
通
り

所
得
税
の
確
定
申
告
…
成
田
税
務

署
特
設
会
場（
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田

2
階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
・
午
前
9
時

〜
午
後
5
時
）お
よ
び
上
表
の
申
告

会
場
。
た
だ
し
次
に
該
当
す
る
人

は
税
務
署
特
設
会
場
で
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

･
分
離
課
税
と
な
る
譲
渡
所
得
の
あ
る

人
･
事
業
収
入
、
不
動
産
収
入
が
5
0
0 

万
円
以
上
の
人

･
青
色
申
告
を
す
る
人

　

所
得
税
の
確
定
申
告
書
は
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」で
作
成
し
、
プ
リ
ン
ト
ア

ウ
ト
し
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
く
わ
し
く
は
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.nta.

go.jp

）ま
た
は
成
田
税
務
署（
☎
28
‐

5
1
5
1
）へ
。

※
く
わ
し
く
は
市
税
務
課︵
☎
20
︲

1
5
1
3
︶ま
た
は
成
田
税
務
署

へ
。

　

自
動
交
付
機
を
利
用
す
る
に
は
、
暗

証
番
号
が
登
録
さ
れ
た
専
用
カ
ー
ド
が

必
要
で
す
。

　

専
用
カ
ー
ド
に
は
、
住
民
票
と
印
鑑

登
録
証
明
書
が
取
得
で
き
る「
印
鑑
登

録
証
・
な
り
た
市
民
カ
ー
ド
」と
、
住

民
票
の
み
が
取
得
で
き
る「
な
り
た
市

民
カ
ー
ド
」の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。

自
動
交
付
機
の
設
置
場
所
と
稼
働
時
間

市
役
所
1
階
市
民
課
前
…
平
日
の

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

三
里
塚
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

…
火
〜
日
曜
日（
祝
日
は
除
く
）の

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

交
付
手
数
料

住
民
票
…
3
0
0
円

印
鑑
登
録
証
明
書
…
3
0
0
円

　

自
動
交
付
機
に
は
高
額
紙
幣（
1
万

円
・
5
千
円
・
2
千
円
札
）、
小
額
硬

貨（
5
円
・
1
円
）は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

専
用
カ
ー
ド
の
申
請
が
で
き
る
人

成
田
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人

お
よ
び
外
国
人
登
録
し
て
い
る
人

（
外
国
人
登
録
し
て
い
る
人
は
印
鑑

登
録
証
明
書
の
み
）

15
歳
以
上
の
人

成
年
被
後
見
人
で
な
い
人

専
用
カ
ー
ド
の
申
請
方
法

　

官
公
署
発
行
の
顔
写
真
付
き
身
分
証

明
書（
運
転
免
許
証
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）、
印
鑑

登
録
証（
す
で
に
持
っ
て
い
る
人
）、
印

鑑（
新
規
に
印
鑑
登
録
を
す
る
人
は
登

録
す
る
印
鑑
）を
持
参
し
て
、
申
請
者

本
人
が
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い（
代

理
人
に
よ
る
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
）。

受
付
場
所
＝
市
民
課（
市
役
所
1
階
）、

下
総
・
大
栄
支
所
住
民
課

手
数
料
＝
無
料（
新
規
に
印
鑑
登
録
を

す
る
場
合
は
3
0
0
円
）

　

身
分
証
明
書
が
な
い
人
は
、
成
田
市

に
印
鑑
登
録
を
し
て
い
る
人
の
保
証
書

（
保
証
人
の
登
録
印
の
押
印
と
登
録
番

号
、住
所
、氏
名
が
記
載
さ
れ
た
も
の
）

を
持
参
す
れ
ば
交
付
申
請
が
で
き
、
即

日
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

身
分
証
明
書
ま
た
は
保
証
書
を
持
参

で
き
な
い
場
合
は
、
本
人
の
意
思
を
確

認
す
る
た
め
の「
照
会
書
」を
後
日
自
宅

に
郵
送
し
ま
す
。「
回
答
書
」欄
に
押
印

し
、
必
要
事
項
を
書
い
て
交
付
を
申
請

し
た
窓
口
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
旧
下
総
町
・
大
栄
町
の
紙
の
印
鑑
登

録
証
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
身
分

証
明
書
と
印
鑑
を
持
参
し
て
各
支

所
住
民
課
で
成
田
市
の
印
鑑
登
録

証
へ
の
交
換
を
し
て
く
だ
さ
い︵
無

料
︶。
く
わ
し
く
は
市
民
課︵
☎
20
︲

1
5
2
5
︶、
下
総
支
所
住
民
課︵
☎

96
︲
1
1
1
5
︶、
大
栄
支
所
住
民

課︵
☎
73
︲
8
0
6
6
︶へ
。

　

定
期
的
に
し
尿
の
く
み
取
り
を
行
っ

て
い
る
家
庭
で
、
引
っ
越
し
な
ど
で
最

後
の
く
み
取
り
と
な
る
場
合
や
、
く
み

取
り
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
場
合
に
は

早
め
に
環
境
衛
生
課
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
同
課︵
☎
20
︲
1
5
3 

1
︶へ
。
下
総
・
大
栄
地
区
の
人
は
、

香
取
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合︵
☎

0
4
7
8
︲
78
︲
1
1
8
2
︶へ
。

便
利
で
簡
単
な

自
動
交
付
機
で

住
民
票
と
印
鑑
登
録
証
明
書

申告会場

不
要
に
な
っ
た
ら

早
め
に
連
絡
を

し
尿
の
く
み
取
り

期　日 会　場 時　間

3月17日（月）
まで
（土・日曜日を除く。
ただし3月2日（日）は
受け付け）

市役所
6階中会議室 午前9時～正午

午後1時～5時下総・大栄支所
2階会議室

3月5日（水） 中郷公民館

午前9時～正午
午後1時～3時

3月6日（木）
三里塚コミュニ
ティセンター

3月7日（金） 公津公民館
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し
ま
す
が
、
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
農
政
課︵
☎
20
︲
1 

5 

4 

2
︶へ
。

　

市
で
は「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」の
融
資

を
受
け
て
、
高
校
・
大
学
な
ど
に
入
学

す
る
人
ま
た
は
在
学
し
て
い
る
人
や
、

そ
の
親
族
を
対
象
に
在
学
期
間
中（
最

長
7
年
間
）の
利
子
の
半
額
を
補
給
し

ま
す
。

利
子
補
給
条
件
＝
金
融
機
関
か
ら「
国

の
教
育
ロ
ー
ン
」の
融
資
を
受
け
て

い
て
、
次
の
2
つ
の
条
件
に
該
当

す
る
人

①
市
内
に
1
年
以
上
住
ん
で
い
る
人

②
市
税
を
完
納
し
て
い
る
人

利
子
補
給
の
期
間
＝
交
付
決
定
さ
れ
た

月
か
ら
、
在
学
期
間（
留
年
し
た
年

数
は
除
く
）

申
請
に
必
要
な
も
の
＝
返
済
予
定
表
、

住
民
票（
世
帯
全
員
が
記
入
さ
れ
た

も
の
）、
市
税
納
税
証
明
書
、
印
鑑
、

在
学
ま
た
は
入
学
を
証
明
で
き
る

も
の

※
く
わ
し
く
は
教
育
総
務
課︵
☎
20
︲

1
5
8
0
︶へ
。

　

引
っ
越
し
な
ど
の
と
き
に
出
る
多
量

の
ご
み
は
、
直
接
処
理
施
設
に
持
ち
込

む
か
、
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業

者
へ
処
理
を
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。
各

地
区
の
ご
み
集
積
所
に
出
す
と
、
ほ
か

の
人
の
迷
惑
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

市
内︵
下
総
・
大
栄
地
区
を
除
く
︶の
ご

み
処
理

直
接
処
理
施
設
に
持
ち
込
む
場
合

　

 ﹁
燃
や
せ
る
ご
み
﹂…
い
ず
み
清
掃
工

場（
☎
36
‐
1
6
8
9
）

　

 ﹁
そ
の
ほ
か
の
ご
み
﹂…
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ（
☎
36
‐
1
0
0
0
）

受
付
時
間
＝
月
〜
土
曜
日 

午
前
8
時

30
分
〜
午
後
4
時
30
分（
正
午
〜
午

後
1
時
を
除
く
）

許
可
業
者
に
処
理
を
委
託
す
る
場
合

　

成
田
市
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可

業
者
へ
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

下
総
・
大
栄
地
区
の
ご
み
処
理

直
接
処
理
施
設
に
持
ち
込
む
場
合

　

 ﹁
可
燃
ご
み
﹂﹁
ビ
ン
・
カ
ン
﹂﹁
不
燃
ご

み
﹂…
伊
地
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
4
7
8
‐
59
‐
2
1
4
8
）（
搬

入
券
が
必
要
。
搬
入
券
は
下
総
・
大

栄
支
所
生
活
環
境
課
で
配
布
）

　
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」は
直
接
搬
入
で
き

ま
せ
ん
。
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
許
可
業

者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
＝
月
〜
金
曜
日（
祝
日
は
休

み
） 

午
前
9
時
〜
午
後
4
時（
正
午

〜
午
後
1
時
を
除
く
）

許
可
業
者
に
処
理
を
委
託
す
る
場
合

　

成
田
市
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可

業
者（
下
総
・
大
栄
地
区
の
収
集
運
搬

許
可
業
者
）へ
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
ク
リ
ー
ン
推
進
課︵
☎

20
︲
1
5
3
0
︶へ
。

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
地
域
で
は
、

排
水
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
下
水

道
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

排
水
設
備
と
は
、ト
イ
レ
や
お
風
呂
、

台
所
な
ど
の
汚
水
を
速
や
か
に
公
共
下

水
道
に
流
す
た
め
、
各
家
庭
で
設
置
す

る
排
水
管
や
汚
水
ま
す
な
ど
で
す
。

　

排
水
設
備
工
事
は
衛
生
上
と
て
も
大

切
な
工
事
で
す
の
で
、
定
め
ら
れ
た
基

準
に
し
た
が
っ
て
正
し
く
施
工
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
工
事
は
市
指
定
工
事

店
に
依
頼
し
、
施
工
し
ま
し
ょ
う
。

※
く
わ
し
く
は
下
水
道
課︵
☎
20
︲

1
5
5
3
︶へ
。

　

千
葉
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
で
は
次

の
通
り
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
3
月
12
日（
水
） 

午
前
9
時
〜

正
午

会
場
＝
千
葉
地
方
法
務
局
成
田
出
張
所

参
加
費
＝
無
料

※
く
わ
し
く
は
千
葉
県
土
地
家
屋
調
査

士
会
印
旛
支
部
長
・
篠
田
さ
ん︵
☎

42
︲
2
2
5
1
︶へ
。

　

平
成
16
年
度
か
ら
下
水
道
整
備
を
進

め
て
い
る「
奈
土
・
津
富
浦
地
区
」の
う

ち
、久
井
崎
・
稲
荷
山
の
全
域
と
中
野
・

津
富
浦
第
二
の
一
部
で
4
月
1
日
か
ら

下
水
道
の
供
用
を
開
始
し
ま
す
。
既
に

供
用
し
て
い
る
奈
土
5
区
・
奈
土
6

区
・
柴
田
を
含
め
、
当
該
地
区
に
住
ん

で
い
る
人
は
、
早
め
に
接
続
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

宅
内
接
続
工
事
は
、
指
定
工
事
店
に

よ
る
施
工
と
な
り
、
供
用
開
始
か
ら
3

年
以
内
は
接
続
を
促
進
す
る
た
め
の
助

成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

事
業
全
区
域
で
の
供
用
に
つ
い
て

は
、
平
成
21
年
4
月
を
目
指
し
て
工
事

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

工
事
中
は
何
か
と
ご
迷
惑
を
お
掛
け

処
理
区
域
を

拡
大
し
ま
す

農
業
集
落
排
水
事
業

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」を

受
け
て
い
る
人
に

教
育
資
金
に
利
子
補
給

引
っ
越
し
な
ど
で

多
量
に
出
る
と
き
は

ご
み
の
処
理

工
事
は

指
定
工
事
店
で

排
水
設
備
の
接
続

土
地
の
境
界
紛
争
な
ど
で

お
困
り
の
人
を
対
象
に

土
地
家
屋
調
査
士
登
記
相
談
会

（2月1日～15日）

市 長 日 誌

成田山節分会で福豆をまく小泉市長

3日 千葉県少年野球連盟認定指導者講習会
 成田山節分会
 宗吾霊堂節分会
5日 ISO14001全体審査前会議
6日 美郷台小学校校歌校章制定式
 ISO14001全体審査後会議
7日 成田市行政改革推進本部会議
8日 数え100歳祝い贈呈訪問
9日 成田市民グランドバレーボール大会
 成田市ボランティアのつどい 
10日 成田市消防出初め式
 成田山公園紅葉まつり写真コンテスト表彰式
12日 北千葉道路建設促進期成同盟要望活動
 成田市社会福祉協議会表彰式・感謝状贈呈式
 印旛郡市広域市町村圏事務組合議会定例会
13日 八富成田斎場管理運営連絡協議会
 成田赤十字病院運営協議会
14日 成田国際空港騒音対策委員会成田地区部会
 成田市水道事業運営審議会
15日 成田市総合開発審議会
 成田市廃棄物減量等推進審議会
 成田市環境審議会
 成田山開基1070年祭記念行事実行委員会
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世
帯
全
員
ま
た
は
世
帯
員
の
住
所

が
変
わ
る
と
き
は
、
市
民
課（
市
役
所

1
階
）、
下
総
・
大
栄
支
所
住
民
課
ま

た
は
市
民
課
赤
坂
分
室（
中
央
公
民
館

内
・
☎
26
‐
3
3
2
7
）で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
外
か
ら
成
田
市
内
に
引
っ
越
し
を

し
た
と
き
は
、
実
際
に
住
み
始
め
て
か

ら
14
日
以
内
に
転
入
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
前
住
所
地
の
市
区
町
村
が

発
行
し
た
転
出
証
明
書
が
必
要
で
す
。

　

市
外
に
引
っ
越
し
す
る
と
き
は
、
あ

ら
か
じ
め
予
定
日
の
14
日
以
内
に
転
出

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
転
出
証

明
書
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　

成
田
市
内
で
引
っ
越
し
を
し
た
と
き

も
、
実
際
に
住
み
始
め
て
か
ら
14
日
以

内
に
転
居
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

手
続
き
は
、
原
則
と
し
て
本
人
ま
た

は
同
一
世
帯
の
人
が
し
て
く
だ
さ
い
。

　

代
理
人
に
よ
る
手
続
き
も
で
き
ま
す

が
、そ
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

異
動
者
の
氏
名
、生
年
月
日
、異
動
日
、

新
・
旧
住
所
、
新
・
旧
世
帯
主
氏
名
を

確
認
し
て
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

届
け
出
時
に
は
、
本
人
確
認
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
免
許
証
や
保
険
証

な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

窓
口
は
4
月
下
旬
ま
で
大
変
込
み
合

い
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
特

に
、月
曜
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

保
険
・
年
金
の
手
続
き
も
お
忘
れ
な
く

　

国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金
・
介
護

保
険
の
加
入
者
、
老
人
医
療
の
受
給
者

は
市
民
課
で
届
け
出
を
し
た
後
に
、
保

険
年
金
課（
☎
20
‐
1
5
2
6
）お
よ
び

介
護
保
険
課（
☎
20
‐
1
5
4
5
）で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
市
民
課︵
☎
20
︲
1
5
2 

5
︶、
下
総
支
所
住
民
課︵
☎
96
︲

1
1
1
5
︶、
大
栄
支
所
住
民
課︵
☎

73
︲
8
0
6
7
︶へ
。

退
職
者
医
療
制
度

　

会
社
な
ど
を
退
職
し
て
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
、
被
用
者
年
金（
厚
生
年

金
な
ど
）を
受
け
ら
れ
る
75
歳
未
満
の

人
と
そ
の
被
扶
養
者
は
退
職
者
医
療
制

度
で
医
療
を
受
け
ま
す
が
、
4
月
1
日

か
ら
対
象
年
齢
が
65
歳
未
満
に
変
わ
り

ま
す
。

　

対
象
者
は
、
65
歳
に
な
る
と
一
般
の

国
保
加
入
者
と
な
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
人
に
は
、
3
月
初
旬
に
配

達
記
録
郵
便
で
保
険
証
を
送
付
し
ま

す
。

人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
助
成

　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

が
市
の
指
定
検
査
医
療
機
関
で
、
人
間

ド
ッ
ク
を
利
用
し
た
場
合
に
、
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
4
月
か
ら
は
、
一
般
健

診
・
特
定
健
康
診
査
を
受
け
た
人
・
受

け
る
予
定
の
人
に
つ
い
て
は
費
用
の
助

成
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
開
始
に

伴
い
、
こ
の
制
度
の
該
当
者（
現
在
の

老
人
医
療
制
度
該
当
者
）へ
の
費
用
助

成
も
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

葬
祭
費
支
給
額

　

国
民
健
康
保
険
の
葬
祭
費
が
、
平
成

20
年
4
月
か
ら「
10
万
円
」か
ら「
5
万

円
」に
改
正
さ
れ
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
保
険
年
金
課︵
☎
20
︲

1
5
2
6
︶へ
。

　

県
で
は
、
株
式
会
社
エ
コ
ネ
ッ
ト
成

田
が
成
田
市
新
泉
11
‐
1
に
計
画
し
て

い
る
一
般
廃
棄
物
お
よ
び
産
業
廃
棄
物

中
間
処
理
施
設
に
関
す
る
施
設
設
置
許

可
申
請
書
な
ど
を
次
の
通
り
縦
覧
し
ま

す
。

　

こ
れ
に
対
し
意
見
の
あ
る
人
は
、
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間
＝
3
月
4
日（
火
）〜
4
月
3
日

（
木
）

時
間
＝
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

場
所
＝
県
廃
棄
物
指
導
課（
県
庁
本
庁

舎
4
階
）、
北
総
県
民
セ
ン
タ
ー（
印

旛
合
同
庁
舎
内
・
佐
倉
市
）、
市
ク

リ
ー
ン
推
進
課（
市
役
所
2
階
・
一

般
廃
棄
物
の
み
）、
市
環
境
対
策
課

（
市
役
所
2
階
・
産
業
廃
棄
物
の
み
）

関
係
図
書
＝
一
般
廃
棄
物
お
よ
び
産
業

廃
棄
物
処
理
施
設
設
置
許
可
申
請

書
、
生
活
環
境
影
響
調
査
書

意
見
書
の
提
出
期
間
＝
4
月
4
日（
金
）

〜
17
日（
木
）（
郵
送
の
場
合
は
当
日

消
印
有
効
）

意
見
書
の
提
出
先
＝
県
廃
棄
物
指
導
課

（
〒
2
6
0
‐
8
6
6
7 

千
葉
市
中

央
区
市
場
町
1
‐
1
）

※
く
わ
し
く
は
県
廃
棄
物
指
導
課
産
業

廃
棄
物
指
導
室︵
☎
0
4
3
︲
2
2
3 

︲
2
6
5
5
︶ま
た
は
市
ク
リ
ー
ン
推

進
課︵
☎
20
︲
1
5
3
0
︶、
市
環
境

対
策
課︵
☎
20
︲
1
5
3
2
︶へ
。

作業日 予定地区 予定時間

3月3日（月） 並木町（野沢台・成瀬台）地区 午後11時
～

翌午前5時
3月4日（火） 並木町（沢山）地区

3月5日（水） 飯田町地区

※くわしくは市水道部工務課（☎22-0269）へ。

　水道部では水質維持のため、次の通り水道水の排水作業を行います。予定地区では、
一時的に減水・濁りなどが発生することもありますのでご了承ください。受水槽を使用し
ている場合は、万一に備え適切な措置をお願いします。

3月の水道水の排水作業日程

関
係
図
書
を

縦
覧
し
ま
す

廃
棄
物
処
理
施
設
設
置
許
可
申
請

制
度
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

国
民
健
康
保
険

手
続
き
は

市
民
課
・
支
所
住
民
課
で

転
入
・
転
出
・
転
居
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